
■支援の背景
　魚道は、河川の魚の遡上を妨げている場所に設置される、魚の通り道を確保するための構造物
です。魚道が魚の通り道として機能しているかを調べる調査では、魚道に定点カメラを設置して
魚の有無を確認しますが、現行の方法では定点カメラにより撮影された大量の画像データを目視
で確認する必要があり、効率化が課題とされていました。
　本事例では、企業からの依頼を受けて魚道調査を効率化するための画像処理技術の開発に取り
組みました。

■支援の要点
１．魚道に設置した定点カメラの画像から魚を検出する手法を開発
２．水面の光のちらつきなどを抑える機能を開発
３．検出対象エリアや検出する色や大きさなどを設定できる機能を開発

■支援の成果
１．魚道に設置した定点カメラの画像から魚を検出する手法を開発し、撮影された大量の画像

データを目視で確認する作業の省力化を実現しました。
２．機械学習を必要としないアルゴリズムにより事前の学習が不要かつ高速な検出を可能とした

他、検出精度を高めるために水面の光のちらつきなどの誤検出を抑える機能や検出する色や大
きさなどを設定できる機能を開発しました。

３．調査に必要な作業量を98%削減しました。（１件の調査で約350人日の削減）
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開発手法により検出された魚

（魚の領域を緑色で強調）

１件の調査に必要な人日を削減

（人日：１人で作業した場合に必要な日数）
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